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ソ
連
邦
崩
壊
や
東
西
冷
戦
の
終
結
な
ど
激
動
す
る
国

際
社
会
の
緊
急
課
題
に
な
っ
て
い
る
核
兵
器

・
核
物
質

の
解
体

・
管
理
問
題
や
、
核
不
拡
散
、
原
子
力
平
和
利

用
の
あ
り
方
な
ど
を
探
る
日
米
口
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
‐冷
戦
後
の
核
管
理
と
原
子
力
開
発
―
‐
‐
平
和
利
用
の

展
望
」

（読
売
新
聞
社
主
催
、
外
務
省
、
科
学
技
術
庁

後
援
、
ロ
シ
ア
外
交
国
防
政
策
評
議
会
協
力
）
が
五
、

六
の
両
日
ヽ
東
京

。
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
ｏ

ロ
シ
ア
か
ら
ニ
コ
ラ
イ

・
エ
ゴ
ロ
フ
原
子
力
省
次
官
や

核
秘
密
都
市
総
裁
ら
が
来
日
し
て
日
米
口
の
協
力
の
必

要
性
を
強
調
、
日
米
の
核
軍
縮
、
原
子
力
専
門
家
ら
を

交
え
て
熱
の
こ
も
っ
た
討
議
を
展
開
し
た
。
討
議
を
通

じ
て
、

「
軍
事
」
と

「
平
和
」
と
い
う
原
子
力
の
持
つ

二
面
性
の
う
ち
、
国
際
協
力
を
深
め
な
が
ら
軍
事
を
平

和
へ
と
転
換
し
、
核
開
発
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

〃負
の

遺
産
〃
を
立
場
を
超
え
て
解
消
し
て
い
く
方
向
性
が
確

認
さ
れ
た
。

回
第
１
セ
ツ
シ
ョ
ン

日
か

ノ

日
本
の
原
子
力
開
発
は
、
「
平

和
利
用
限
定
」
を
基
本
方
針
と

し
て
い
る
。

一
九
六
五
年
に
原
発
運
転
を

開
始
し
た
日
本
で
は
、
七
三
年

の
第

一
次
石
油
シ

ョ
ッ
ク
当

時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
七
七

％
を
石
油
に
頼

っ
て
い
た
が
、

こ
の
二
十
年
間
で
そ
の
依
存
度

は
約
二
〇
習
減
少
し
た
。
原
発

建
設
が
進
み
、
現
在
ヽ
国
内
で
運

転
中
の
発
電
用
原
子
炉
は
四
十

二
基
、
容
量
は
合
計
三
十
二
〆
・

町
に
の
ぼ
る
。
△
フ
後
、
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
約
九
％
を
占
め

る
原
子
力
を
二
〇

一
〇
年
に
は

ム
を
回
収
す
る
技
術
開
発
を
行

っ
て
き
た
。
茨
城
県
東
海
村
の

再
処
理
工
場
で
は
十
五
年
の
運

転
経
験
が
あ
る
。
青
森
県
六
ヶ

所
村
の
民
間
企
業
に
よ
る
再
処

理
工
場
建
設
計
画
は
現
在
、
安

全
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
十

一
世
紀
半
ば
以

る
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。
日

本
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
で

は
、
計
画
の
透
明
性
を
維
持
し
、

必
要
量
以
上
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

は
保
有
し
な
い
方
針
だ
。

核
軍
縮
に
伴
う
核
兵
器
解
体

に
よ
り
生
じ
る
核
物
質
、
技
術

が
拡
散
す
る
懸
念
が
あ
る
が
、

ウ
ラ
ン
に
変
え
ヽ

原
発
で
使
用
で
袋

に
、
ウ
ラ
ン
市
恒

い
よ
う
、
市
場
箭

規
模
の
工
夫
も
似

兵
器
用
プ
ル
ヽ

可
能
な
ら
生
産
国

燃
焼
し
、
電
力
ん

検
証
体
制
確
立
急
げ

脅
威
与
え
る
国
に
制
裁
も

ロ
シ
ア

ヘ
の
戦
術
核
の
移
送
に

つ
い
て
安
全
な
輸
送
手
段
が
な

く
ヽ
核
弾
頭
の
運
搬
を
主
に
自

動
車
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ
一
つ
」
」
テ
一●
〓
ご
自
グ
つ
、
Ｌ

一　
ン
、

約

一
七
％
と
す

降
、
実
用
化
の
可
能
性
が
あ
る

恒
久
的
対
策
と
し
て
は
、

（核

が
最
適
だ
。
わ
が

る
の
が
政
府
目

核
融
合
の
研
究
も
進
め
て
お

物
質
を
）
核
兵
器
に
再
利
用
さ

酸
化
物
燃
料
の
製

標
で
あ
る
。
日

り
、
今
年
か
ら
米
国
、
欧
州
共

れ
な
い
よ
う
処
理
す
る
必
要
が

で
の
燃
焼
技
術
、

本
は
資
源
に
乏

同
体

（
Ｅ
Ｃ
）
、
ロ
シ
ア
と
共

あ
る
。
方
法
と
し
て
は
、
原
子

の
で

，
国
際
的
な

し
く
、
使
用
済

同
で
実
験
炉
の
工
学
設
計
、
研

炉
燃
料
と
し
て
利
用
し
、
エ
ネ

で
貢
献
で
き
る
。

み
燃
料
を
再
処

究
瀾
発
に
着
手
し
た
。
　
　
　
　
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
の
が
最
も
　
　
（注
）
ギ
ガ
は

理
し
て
ウ
ラ
ン
　
　
平
和
利
用
を
推
進
す
る

一　
建
設
的
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
補
助
単
位
で
、

一
・

や
プ
ル
ト
ニ
ウ

方
、
核
兵
器
の
不
拡
散
に
努
め

　

一呂
濃
縮
ウ
ラ
ン
は
、
低
濃
縮

億
マ
に
相
当
す
る
．

国
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
核
兵

器
は
自
国
の
も
の
だ
」
と
の
態

度
を
崩
し
て
い
な
い
と
説
明
し

た
０
　
　
　
　
　
　
　
　
一

そ
の
背
景
と
し
て
、

「
兵
器

用
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
電
力
源
に

用
い
る
こ
と
に
熱
心
に
な

っ

た
」
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

成
立
、

「
計
画
通
り
に
実
行
さ

指
導
部
が
核
兵
器
を
燃
料
源
、

れ
て
い
る
」
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ま
た
は
売
却
に
よ
る
外
貨
収
入

は
移
管
を
拒
否
し
い
非
核
宣
言

源
と
見
な
し
て
関
心
を
寄
せ
は

し
た
も
の
の
、
実
際
に
は

「
自

じ
め
た
こ
と
を
挙
げ
、

「
核
ク

■■
一■‐一■
■■
■
一■
一■
一■
一■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・１１
１
１
　
　
　
　ヽ
　
　
‐

揮

・
命
令
系
統
に
関
す
る
質
問

に
答
え
ヽ
戦
術
核
兵
器
に
つ
い

て
は
、
搭
載
手
段
と
核
弾
頭
が

切
り
離
さ
れ
て
お
り
、
戦
闘
準

備
態
勢
と
な
い
こ
と
を
指
摘
し

て
れ
軍
「
に
一
し
、

国
し

持

（

て
（

管
轄
権
を
持

Ｉ
Ｓ
に
委
譲
キ

取

っ
て
い
る

た
。
　
・

た
だ
し
、
ウ
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ソ
連
崩
壊
に
伴
う
核
兵
器
の

帰
属
問
題
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が

核
保
有
国
と
な
る
野
心
を
捨
て

て
い
な
い
現
状
な
ど
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
ま
た
、
軍
縮
に
よ

る
核
兵
器
解
体
後
の
プ
ル
ト

ニ

ウ
ム
な
ど
特
別
な
核
物
質

（
Ｓ

Ｎ
Ｍ
）
の
扱
い
に
つ
い
て
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

冒
頭
の
基
調
報
告
で
ツ
ァ
ル

コ
氏
は
ま
ず
、
ソ
連

崩
壊
に
伴
う
核
兵
器

の
移
送
の
現
状
に
言

及
し
、
核
兵
器
保
有

国
と
な

っ
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら

と
認
め
た
。

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ

シ
ア
に
向
か
う
戦
術
核
弾
頭
搭

載
の
輸
送
列
車
が
西
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
駅
前
に

一
か
月
以
上
も
放

置
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
紹
介
し
、
必
ず
し
も
順
調
に

進
ま
な
か

っ
た
こ
と
を
明
か
し

た
。戦

略
核
兵
器
に
つ
い
て
は
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

は
ロ
シ
ア
ヘ
の
移
管
で
合
意
が

い
よ
う
に
」
国
際
社

会
の
支
援
が
必
要
だ

と
訴
え
た
。

ツ
ァ
ル
コ
氏
は
報

告
後
、
核
兵
器
の
指

言
明
し
た
。
ま
た
ヽ
黒
海
艦
隊

に
つ
い
て
は

「
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
共
同
管
理
に
あ
る
」

と
確
認
し
た
。

上
方
、
戦
略
核
兵
器
に
つ
い

ヽ3

回
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン

冷
戦
終
結
に
よ

っ
て
激
動
す

る
国
際
体
制
の
中
で
、
原
子
力

の
平
和
利
用
を
ど
う
推
進
し
て

い
く
の
か
、
核
保
有
国
、
非
核

保
有
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

超
え
て
、
率
直
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。
特
に
、
米
ソ
の
核
兵

器
解
体
に
伴

っ
て
出
て
く
る
兵

器
用
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
、
高
濃
縮

ウ
ラ
ン
の
有
効
利
用
や
保
管
間

題
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処

理
、
日
本
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

な
ど
に
問
題
提
起
や
論
議
が
集

中
し
た
。

最
初
に
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
進
め
る
立
場

か
ら
石
渡
氏
が
、

「
原
子
力
平

和
利
用
の
展
望
」
と
題
し
て
基

調
報
告
。
日
本
が
、
核
不
拡
散

に
い
か
に
留
意
し
て
プ
ル
ト

ニ

ウ
ム
利
用
を
進
め

て
き
た
か

を
、
東
海
再
処
理
工
場
操
業
開

始
を
巡
る
日
米
交
渉
な
ど
を
例

に

・
と
り
、
米
、
ロ
シ
ア
側
に
紹

介
。

「
世
界
的
な
核
不
拡
散
の

枠
組
み
の
な
か
で
ヽ
責
任
あ
る

行
動
を
と
り
な
が
ら
、
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
利
用
を
根
幹
と
す
る
原

子
力
政
策
を
進
め
、
世
界
の
人

々
が
何
の
心
配
も
な
く
核
分
裂

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
が
行

え
る
こ
と
を
願

つ
て
い
る
」と
、

非
核
保
有
国
と
し
て
の
立
場
を

強
調
し
た
。

ハ
ン
ド
ト
リ
ン
氏
は
基
調
報

告

「
核
兵
器
削
減
に
関
連
し
た

民
需
転
換
に
つ
い
て
」
で
、
軍

事
用
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
生
産
激
減

に
伴
う
核
都
市
の
窮
状
と
打
開

策
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
細
に
語

っ
た
。
両
氏
は
と
も
に
化
石
燃

料
は
有
限
で
あ
る
ば
か
り
か
、

大
気
圏
に
影
響
を
与
え
て
お

り
、
原
子
力
の
平
和
利
用
は
ク

リ
■
ン
で
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
源
と
し
て
将
来
的
に
有

望
で
あ
る
と
位
置
付
け
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
ま
ず
、
世

界
的
な
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る

日
本
の
高
速
増
殖
炉
計
画
や
フ

ラ
ン
ス
か
ら
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム

海
上
輸
送
に
つ
い
て
、
エ
ゴ
ロ

フ
次
官
ら
が
質
問
。
石
渡
氏
が
、

返
還
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
が
高
速
増

殖
原
型
炉

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
交

換
用
燃
料
に
使
わ
れ
る
こ
と
な

ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
今

後
過
剰
に
な
る
核
解
体
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
燃
焼
さ
せ
る
た
め
の

専
用
炉
の
設
計
、
検
討
を
行

っ

て
い
る
こ
と
を

日
本
の
プ
ル
一

政
策
に
つ
い
て
一

氏
が

「
イ
ギ
リ
¨

計
画
を
中
止
、
一

―
パ
ー
フ

ェ
二
一

っ
て
、
世
界
的
）

へ
の
関
心
が
低
′

中
、
日
本

一
国
い

く
経
済
性
で
問
¨

増
殖
炉
技
術
や
）

燃
料
の
軽
水
炉
「

て
い
る
印
象
を
彗

を
表
明
。
　

一　
‐

こ
れ
に
対
し
、
一

れ
わ
れ
は
、
軽
た

に
軽
水
炉
で
―の
二

利
用
体
系
が
、
さ

に
高
速
炉
体
系
魁

い
う
総
合
的
な
休

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

立
に
は
存
在
し
え
一

一
部
分

だ
け
を
一

の
は
い
か
が
な

し

切
り
返
し
、
国
情

し
た
。
＼
　
　
　
．（

市
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核解体物質の処理、保管

軍縮に沿って推進

ウ
ク
ラ
イ
ナ
一

い
、
ウ
ク
ラ
′

隊
に
行
政
権
ナ

る
」
と
述
べ
た

ま
た
、
今
井
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世
界
の

こ
の
際
し
な

の
時
期
や

要
だ
ろ
う
。

こ
ウ
ム
は
、

原
子
炉
で

生
産
す
る
の

に
は
混
合

い、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
合
同

『令
部
の
管
轄
下

』か
れ
て
い
る
と

こ
れ
は
核
保
有

）し
て
の
資
格
を

一ロ
シ
ア
が
す
べ

一兵
器
に
対
す
る

り
、
そ
れ
を

Ｃ
・

る́
と
い
う
形
を

つ
の
だ
と
述

べ

ク
ラ
イ
ナ
ー
つ

イ
ナ
は
大
き
な
レ
ー
ダ
ー
も
、

人
工
衛
星
の
管
理
も
し
て
お
ら

ず
、
液
体
燃
料
ロ
ケ
ツ
ト
の
補

修
ヽ
点
検
能
力
に
も
問
題
が
あ

る
が
、
物
理
的
に
戦
略
核
兵
器

の
発
研
が
で
き
る
の
か
」
と
質

問
し
た
の
に
対
し
、
ツ
ア
ル
コ

氏
は

「
物
理
的
に
は
可
能
」
と

答
え
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｍ
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
エ
ゴ
ロ
フ
氏
が

「
高

濃
縮
ウ
ラ
ン
の
再
処
理
に
つ
い

て
、
米
口
間
で
交
渉
が
行
わ
れ

・て
い
る
」
と
述
べ
た
ｏ
こ
れ
に

続
き
、
ベ
イ
リ
ー
氏
が
軍
事
用

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
平
和
利
用
に

つ
い
て
の
米
の
見
解
に
つ
い
て

「
一
定
の
Ｓ
Ｎ
Ｍ
を

一
部
軍
事

用
に
保
留
し
て
い
る
。
こ
れ
は

よ
り
安
全
な
核
兵
器
を
将
来
作

る
た
め
の
も
の
で
、
安
全
性
を

高
め
る
た
め
の
計
画
が
進
行
中

で
あ
る
Ｌ
と
説
明
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ハ
ン
ド
ー
リ

ン
氏
は

「
兵
器
用
プ

ル
ト

二
一

ウ
ム
に
手
を

加
え
兵
器
用
に

使
え
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ

ば
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
疑

念
が
生
じ
て

く
る
」
と
懸
念

を
表
明
。

こ
れ
を
受
け
て
、
ベ
イ
リ
ー

氏
は
、

「
国
際
社
会
は
、
核
兵

器
が
、
で
き
る
限
り
安
全
に
保

ｔ

η
ろ
三

二
二
司

一
モ
■
つ
て

兵
器
の
近
代
化
を

行
う
の
で

は
な
く
ヽ
安
全
性
の
向
上
を

進
め
る
の
だ
」
と
説
町
し
、

核
兵
器

の
安
全
性
の
向
上
の

た
め

「
ロ
シ
ア
に
も
援

助
を

提
供
し
た

い
」
と
付
け
加
え

た
。ベ

イ
リ
ー
氏
は
明
確
な
プ
ラ

ン
は
示
さ
な
か

っ
た
が
ヽ
高
濃

縮
ウ
ラ
ン
を
海
軍
の
原
子
炉
に

使
つ
て
い
る
例
を
挙
げ
、

「
一

部
は
兵
器
に
、　
一
部
は
市
場
に

回
す
の
が
現
実
的
だ
」
と
述
べ

た
。こ

れ
を
受
け
て
、
森
氏
は
日

本
で
原
子
力

の
軍
事
使
用
が

厳
格
に
禁

止
さ
れ

て
い
る
例

を
挙
げ
、

「
艦
船
も
含
め
、
特

別
な
核
物
質
が
兵
器
に
関
係
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し

て
も
ら
わ
な
い
と
、

日
本
は
核
解
体
問
題

に
、
政
策
と
し
て
も
、

国
民
感
情
か
ら
も
協

力
で
き
な
い
」
と
指

摘
し
た
。

ま
た
、
ス
ペ
ク
タ

―
氏
も
兵
器
解
体
で
生
じ
る
高

濃
縮
ウ
ラ
ン
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

に
つ
い
．て
、
核
物
質
の
行
方
を

正
式
な
手
続
き
で
検
証
で
き
る

よ
う
に
し
、
核
物
質
が
新
た
な

核
兵
器
に
使
わ
れ
な
い
た
め
の

メ
カ

ニ
ズ
ム
確
立
の
必
要
性
を

述
べ
た
。

一
方
、
核
不
拡
散
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
ベ
イ
リ
ー
氏
が
核

兵
器
に
よ
る
脅
威
を
与
え
る
国

に
対
し
国
際
社
会
が
制
裁
を
含

む
政
治
的
措
置
を
請
じ
る
「―
―

二

二
な
ど
を
提
案
し
た
っ

ハ
ン
ド
ト
リ
ン
氏
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い数
を
上

氏
も
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

一、
逆
に

国

（北
朝
鮮
）
の
核
開
発
疑
惑

一も
し
な

を
例
に
挙
げ
、
多
数
の
国
が
協

一が
開
発

力
し
た
制
裁
の
実
施
が
拡
散
防

抑
止
力

止
に
つ
な
が
る
と
の
見
解
を
示

る
。
核

し
た
ｏ

一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一一
一
二
一
一
二
一
二
一
一

ヽ
な
っ
て
い
る

‐‐‐‐‐‐‐
　

ベ
ィ
リ
ー
氏
は
基
調
講
演
　
べ
た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
．

ベ
ィ
リ
ー
氏

証
拠
を
つ
か
む
こ
と
が
現
実

調
。
米
国
と
旧
ソ
連
と
の
間

誡
裁
獅
Ⅷ
鍮
瞳
た
め
嘘
い
贅
一
（ で臨
端
鴫
）
呻
勲
割
続
い
よ‐ヵ

た
め
ら
う
国
が
出
て
き
い
ね

う
な
枠
組
み
を
、
国
際
的
な

な
い
」
と
効
果
を
疑
問
視
し
・
規
模
に
広
げ
る
よ
う
提
案
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ｏ

「
包
括
的
な
核
実
験
停
止
」

に
つ
い
て
も
（

「
核
保
有
を

目
指
す
国
は
、
必
ず

し
も
核
実
験
に
よ
る

性
能
確
認
を
行
わ
ず

に
弾
頭
を
保
有
で
き

る
」
と
指
摘
ヽ

「
核

拡
散
防
止
に
十
分
な

手
段
で
な
い
」
と
述

ま
た
、
核
拡
散
防
止
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
に
加
盟
し
て
い

る
イ
ラ
ク
が
、
国
際
原
子
力

機
関

（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
査
察

の

‐目
を
く
ぐ
っ
て
核
開
発
し

て
い
た
前
例
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
基
づ
く

査
察
に
つ
い
て
も
、
強
化
を

訴
え
た
。
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